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こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が

乾
燥
し
、
ま
た
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

暖
房
器
具
の
使
用
も
始
ま
る
こ
と

か
ら
、
１
年
の
中
で
最
も
火
災
に

対
す
る
注
意
が
必
要
な
季
節
に
な

っ
て
き
ま
す
。                    

 

火
に
対
し
て
「
不
用
心
」
と
な

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
下
記
の
点

な
ど
に
十
分
注
意
し
て
、
火
事
の

な
い
明
る
い
さ
つ
ま
町
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

 

11
月
９
日
か
ら

15
日
ま
で
の

１
週
間
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
を
実
施
し
ま
す
。 

 

さ
つ
ま
町
で
は
、
今
年
16
件
の

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ 

だ
ろ
う
と
思
っ
た
」
な
ど 

が
し
な
く
て 

誰
が
す
る
」
も
、

火
を
取
り
扱
う
人
が
細
心
の
注
意

を
払
い
、
最
後
ま
で
責
任
を
も
つ

こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま

す
。 

の
で
す
。
今
年
の
全
国
統
一 

の
原
因
で
多
い
の
は
「
つ
い 

う
人
の
不
注
意
に
よ
る
も 

う
っ
か
り
」
や
「
大
丈
夫 

と
い
っ
た
、
火
を
取
り
扱 

防
火
標
語
「
火
の
し
ま
つ 

君 

 

－1－ 

ストーブの周りに 

燃えやすい物を置かない 

たこ足配線 

は絶対にしない 

ガスコンロに火を 

つけたらその場を離れない

子どもにマッチや 

ライターなどを扱わせない

風の強い日にたき 

火や火入れをしない 

寝たばこは 

絶対にしない 

仏壇のローソクな 

どは消したのを確かめる 

用
心
が
悪
い
こ
と
。
災
害
や
危
険
に
対
す
る

備
え
が
足
り
な
い
こ
と
。
（
大
辞
林
よ
り
） 

※
不
用
心 家の周りに 

を置かない 燃えやすい物



    
 

                            

 平成 19 年は，全国で 54,582 件の火災が発生しており，前年と比べると，1,306 件の増加と

なっています。これは，おおよそ 1 日あたり 150 件，約 10 分ごとに 1 件の火災が全国各地で

発生していることになります。 

                                

                                

                                

                             

－2－ 

 さつま町では平成 19 年に 18 件の火災が発生しています。火災種別ごとにみると，建物火災 7 件，

林野火災 2 件，車両火災 2 件，その他の火災 7 件となっています。これを全国や県内の種別ごとの

発生割合で比較すると，さつま町は他に比較して，林野火災やその他の火災の割合が高いことが分か

ります。 

これは農作業に伴う火入れ

や，たき火から発生した火災

が多いことが要因です。そこ

で，これらをなくすことが，

火災件数の減少につながると

考えられます。 

 全国の火災による死者は 2,005 人で，そのうちの 1,148 人（57.3％）は一般住宅の火災で発生

しています。（※放火自殺者等を除く）また，そのうちの 684 人（59.6％）が 65 歳以上の高齢者

です。さつま町では昨年，住宅火災での死者は発生して 

再進入
2%

着衣着火
5%

その他

33%
逃げ遅れ

60%

いませんが，負傷者は 2 名発生しており，いずれも 80

歳以上の高齢者です。 

 また，住宅火災で死者の発生した原因をみると，逃げ

遅れによるものが全体の 60%を占めています。 

 現在，すべての家庭に設置が義務付けられている「住

宅用火災警報器」は，この逃げ遅れによる死者を少なく

する効果があることから，1 日も早い設置をお願いしま

す。 
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※船舶・航空機火災を除く

 全国の建物火災の出火原因のトップはコン

ロで 19.2％を占めており，ついでたばこ，

放火の順となっています。 

さつま町でもこの傾向はほとんど同じで，

コンロとたばこが 2 件で，昨年の建物火災の

原因のトップとなっています。いずれも，コ

ンロは火の消し忘れ，たばこは残り火の処理

が不十分と，「ちょっとした不注意」から火災

となった典型的な例といえます。 



     

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
６

割
は
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
り
発

生
し
て
い
ま
す
。
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

い
ち
早
く
火
災
の
発
生
を
知
り
、

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

現
在
、
さ
つ
ま
町
内
の
す
べ

て
の
住
宅
に
こ
の
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。 

   

紫
尾
区
は
地
元
消
防
団
が
率

先
し
て
設
置
推
進
に
取
り
組
ま

れ
、
そ
の
設
置
率
は
85
％
に
達

し
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

Ｑ
１
、
推
進
に
率
先
し
て
取
り
組

ま
れ
た
き
っ
か
け
は
？ 

Ａ
１
、
近
年
の
高
齢
化
の
進 

展
に
伴
っ
て
、
紫
尾
区
も
高 

齢
者
住
宅
が
増
加
し
て
き
て 

い
ま
す
。 

そ
こ
で
区
民
の
先
駆
け
と 

し
て
ま
ず
消
防
団
員
の
全
住 

宅
に
設
置
し
、
そ
の
後
全
区 

    

民
へ
の
推
進
を
行
い
ま
し
た
。 

Ｑ
２
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
、
ど
う

説
明
を
さ
れ
ま
し
た
か
？ 

Ａ
２
、
各
集
落
の
総
会
時
に
、

「
近
年
の
住
宅
火
災
で
は
逃
げ

遅
れ
に
よ
る
死
者
が
多
く
出
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
目
的
と

し
て
平
成
２３
年
５
月
末
ま
で
に

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
早
め
に
設
置
し

ま
し
ょ
う
。
」
と
説
明
し
ま
し
た
。 

Ｑ
３
、
警
報
器
の
注
文
の
と
り
方

は
ど
う
い
っ
た
方
法
で
？ 

Ａ
３
、
各
集
落
の
総
会
時
に
購

入
希
望
を
取
り
ま
し
た
。
一
部

の
集
落
を
除
き
購
入
希
望
が
多

か
っ
た
た
め
、
私
が
販
売
店
と

値
段
の
交
渉
を
行
い
、
区
で
一

括
注
文
し
ま
し
た
。 

         

Ｑ
４
、
困
難
な
こ
と
は
な
か
っ
た

で
す
か
？ 

Ａ
４
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

Ｑ
５
、
購
入
店
の
選
考
の
決
め
手

は
何
で
し
た
か
？ 

Ａ
５
、
紫
尾
区
は
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま

で
購
入
し
ま
し
た
が
、
金
額
面

が
決
め
手
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。  

Ｑ
６
、
集
金
は
ど
う
し
ま
し
た

か
？ 

Ａ
６
、
各
集
落
ご
と
に
集
金
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。 

Ｑ
７
、
購
入
に
あ
た
っ
て
補
助
金

等
は
出
さ
れ
た
の
で
す
か
？ 

Ａ
７
、
紫
尾
区
か
ら
警
報
器
一

個
あ
た
り
１
，
５
０
０
円
の
補

助
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

Ｑ
８
、
警
報
器
の
取
り
付
け
は
ど

う
さ
れ
ま
し
た
か
？ 

Ａ
８
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
自
分

で
取
り
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
す

が
、
高
齢
者
や
自
分
で
取
り
付 

 
 

け
ら
れ
な
い
場 

合
は
、
消
防
団 

員
が
取
り
付
け 

に
伺
う
こ
と
を 

事
前
に
周
知
し 

て
お
き
ま
し
た
。  

   

                              

                               

最
近
、
「
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
さ
な
い
で
来

て
」
と
い
う
救
急
要
請

が
増
え
て
い
ま
す
。 

救
急
車
は
、
緊
急
走

行
を
行
う
際
に
は
「
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
か

つ
、
赤
色
の
警
光
灯
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
道
路
交
通
法

で
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
サ
イ
レ
ン
を

止
め
て
の
出
動
は
法

律
違
反
と
な
り
ま
す
。

た
だ
、
現
場
近
く
で

サ
イ
レ
ン
を
早
め
に

止
め
る
な
ど
の
配
慮

は
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

消
防
本
部
で
は
、
計
画 

的
に
救
急
業
務
の
高
度
化

を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
栗
山
紀
博
消
防 

士
長
と
村
田
健
一
消 

防
副
士
長
が
、
現
場 

で
薬
剤
投
与
が
き
る 

資
格
の
認
定
を
受
け
、
当
本

部
の
薬
剤
投
与
認
定
救
命

士
が
４
人
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
朝
倉
利
博
消
防
副

士
長
が
気
管
挿
管
の
で
き

る
、
６
人
目
の
救
命
士
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
高
度
救
命

処
置
の
資
格
者
を
計
画
的

に
増
や
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
大
き
な
救
命
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。 

上之原久男分団長 

朝倉副士長 栗山士長 村田副士長 

－3－ 
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萩木塲分団長 

分団長 萩木塲畩生 

副分団長 山口好美 以下 21 名 

管轄～鶴田区全域（446 世帯 1,126 名） 

※平成 20 年 9 月 1 日現在 

丸尾分団長 

分団長 丸尾省吾 

副分団長 栗野則幸 以下 21 名 

管轄～神子区全域（480 世帯 1,242 名） 

※平成 20 年 9 月 1 日現在 

神子分団は，現在２１名で活

動しています。母なる川，川内

川を目の前に先人・先輩からの

伝統ある神子分団を引き続き，

地域を守っています。 

 地域で開催される有名なほたる舟やドラゴン

ボートレースにも，積極的にボランティアとして

協力するなど，地域に密着した活動を通して住民

の安全と安心に貢献しています。 

鶴田分団は，現在２１名の団

員で頑張っています。 

 今年度の活動として消火栓・

防火水槽の立て看板を廃材で作

成し公民会毎に設置しました。

若い団員が入団してくれて平均年齢もぐんと

下がり，ますます消防活動に尽力できることと思

います。旺盛なボランティア精神こそが，何事に

もかえて地域の繁栄へとつながっていくことで

 しょう。

 消防本部に水難救助隊が発足して，今年で７年目を迎えました。この

水難救助隊は，潜水士という国家資格に合格した隊員が配属され，現在

隊長以下８名で活動しています。 

 当本部の水難救助隊は，潜水方式にスクーバ潜水方式を採用しており，

左写真のような装備で潜水業務を遂行しています。 

 プールや河川，時には近隣消防本部と合同で海洋での潜水訓練を実施

しています。また，３名の隊員を横須賀市にある「独立行政法人 海洋

研究開発機構」に派遣して専門の教育訓練を習得させ，それを基に年間

を通して３０時間を越える訓練を行い，水中という特殊な環境下での救

助活動に備えています。 

 去る８月２６日には，川内川において水難救助隊をはじめ，指揮支援

隊などの陸上隊と合同で水難救助訓練を実施しました。隊員のスクーバ

潜水により水中の訓練人形を検索・発見し陸上隊に引き継ぐといった訓

練を実践さながらに行いました。 
水難救助隊員の装備 



   
９
月
９
日
の
救
急
の
日
、
薩

摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
救
急
医
療
町
民
講
座
が

開
催
さ
れ
、
約
１
５
０
名
が
身

近
な
救
急
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
講
座
で
は
、
ク
オ
ラ
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
松
下

兼
一
院
長
が
「
脳
卒
中
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て

講
演
さ
れ
、
そ
の
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
お
話
に
皆
さ
ん
引
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
救
急
救
命
士
を
中 

心
と
し
た
消
防
署
員
に
よ
る 

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取 

り
扱
い
に
つ
い
て
の
実
技
も 

あ
り
、
こ
ち
ら
も
熱
心
に
訓 

練
さ
れ
て 

い
ま
し
た
。 
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強い水圧に耐えつつ，伝令を待

ちます。 
【佐志分団】 

「操作始め！」安全・確実・迅

速に最後までがんばります。 
【紫尾分団】 

第 1 線の的を倒して，第 2 線延

長の指示を待ちます。 
【永野分団】 

「筒先員交替！」ふらつかない

ように慎重に・・・ 
【一ツ木分団】 

吸管を引きずらないように力

を合わせて！ 
【中津川分団】 

息の合った操法でポンプ車の

部で優勝しました（※下段へ） 
【二渡分団】 

操作開始！ホースと吸管を展

張していきます。 
【二渡分団・県大会にて】 

火点に向けて放水隊形を完了

し，次の合図を待ちます。 
【二渡分団・県大会にて】 

支えてくれた分団員と後援会

の皆さんと(^_^)v 
【二渡分団・県大会にて】 


